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中消防署

海上保安庁

1 本牧根岸沖 中　区 水・土壌環境課

保土ケ谷土木事務所

環境科学研究所

2 帷子川 保土ケ谷区 水・土壌環境課

神奈川土木事務所

水・土壌環境課

3 鶴見川 神奈川区 環境科学研究所

神奈川土木事務所

水・土壌環境課

4 鶴見川 神奈川区

横浜川崎治水事務所

青葉土木事務所

5 鶴見川 青葉区 環境科学研究所

水・土壌環境課

新山下運河 ○

白濁の通報あり。現地調査では通報と
同様の状況を確認。遡上途中で薄くな
り、発生源を特定できなかった。生物被
害なし。水質検査でチタン、テキサノー
ルが検出されたため、原因は塗料の可
能性あり。

不明
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油浮遊の通報あり。現地調査では通報
と同様の状況を確認。現場周辺を検索
したが、発生源を特定できなかった。生
物被害なし。

不明1月1日

○

○1月21日 今井川

1月31日 水路

白濁の通報あり。現地調査では通報と
同様の状況を確認。生物被害なし。水
質検査の結果、白濁の原因はカビの可
能性あり。

不明

白濁の通報あり。現地調査では通報と
同様の状況を確認。遡上途中で薄くな
り、発生源を特定できなかった。生物被
害なし。水質検査の結果、白濁の原因
はし尿を含む排水の可能性あり。

不明○

○1月31日 水路

2月14日 ―

土木事務所職員が白濁を発見。遡上調
査を行い、原因者が判明。生物被害な
し。

判明 再発防止を指導
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都筑消防署

都筑土木事務所

6 鶴見川 都筑区 水・土壌環境課

栄土木事務所

環境科学研究所

7 柏尾川 栄　区 水・土壌環境課

青葉土木事務所

環境科学研究所

8 その他の水域 青葉区 水・土壌環境課

都筑土木事務所

環境科学研究所

9 鶴見川 都筑区 水・土壌環境課

戸塚土木事務所

泉消防署

10 境川 戸塚区 環境科学研究所

水・土壌環境課

発泡の通報あり。現地調査では通報と
同様の状況を確認。日没で遡上調査不
能となり、発生源を特定できなかった。
生物被害なし。水質検査の結果、原因
は陰イオン界面活性剤の可能性あり。

不明○

2月17日 大熊川 ○

2月25日 いたち川

油浮遊の通報あり。現地調査では通報
と同様の状況を確認。遡上途中で薄く
なり、発生源を特定できなかった。生物
被害なし。

不明

油浮遊の通報あり。現地調査では通報
と同様の状況を確認。生物被害なし。水
質検査の結果、原因は鉱物油の可能性
あり。

不明

○3月3日

3月6日 大熊川 ○

雨水調整池

発泡の通報あり。現地調査では通報と
同様の状況を確認。遡上途中で薄くな
り、発生源を特定できなかった。生物被
害なし。水質検査の結果、原因は陰イオ
ン界面活性剤の可能性あり。

不明

○3月31日 阿久和川

白濁の通報あり。現地調査では通報と
同様の状況を確認。現地調査をしたが、
発生源を特定できなかった。生物被害
なし。水質検査の結果、原因は水性塗
料の可能性あり。

不明




